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現在の各事業の分類

○プロジェクト

・特定の目的及び使命に基づき実施され、かつその目的限りで完結する事業で、概念段階以降の管理要
求（システムエンジニアリング管理、コンフィギュレーション管理、システム安全管理、信頼性・品質管理、
リスクマネジメント）が適用されるもの。

・但し、管理要求は、プロジェクトの目的、規模、ＴＲＬに応じてテーラリングされて適用されるものとする。

・ＱＣＤ(品質、コスト、納期)が明確なもの。

○プリプロジェクト

・プロジェクト移行前段階にあり、２年程度の準備期間の後、プロジェクトとしての提案を見込んでいる事業。

○研究

・将来的にプリプロジェクト化を目指すことを意識した航空科学技術に関する目的志向型の研究。

・政府関係諸機関、航空運航事業者及び航空機等製造事業者等への技術協力、ニーズ対応。

JAXA航空プログラムグループのプロジェクト管理について

研究管理カード

プロジェクト プロジェクト

プリプロジェクト

研究管理
カード

プリプロジェ
クト計画書

プロジェクト

計画書

研究

従来の管理方法 現在の管理方法

研究

研究管理カード

研究管理カード 研究管理カード

研究管理カード
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航空ＰＧプロジェクト実施体制航空PD
航空プログラムSE室

国産旅客機高性能化技
術研究開発プロジェクト

航空エンジン環境技術
研究開発プロジェクト

静粛超音速機技術研究開
発プリプロジェクト

次世代運航システム研究開発
（DREAMS）プリプロジェクト

災害監視無人機システム
研究開発プリプロジェクト

統括リーダ

プロジェクトマネージャ

エンジンシステSEC

操縦システムSEC

構造材料技術SEC

空力技術SEC

概念検討SEC

計画管理CM

プロジェクトマネージャ

低騒音化SEC

エミッション低減
SEC

高温化SEC

構造設計SEC

システムSEC

計画管理CM

総 合 技 術 研 究 本 部

企画推進室

安全・品質保証室

プロジェクトマネージャ

システム概念SEC

空力設計技術SEC

構造設計技術SEC

推進システム技術SEC

誘導制御解析技術SEC

計画管理CM

実験システム技術SEC

プロジェクトマネージャ

プロジェクト管理班

実証機班

GAIA班

NOCTARN班

i-PILOT班

計画管理CM

運航方式班

データリンク班

気象情報ネットワーク班

LTAシステム技
術SEC

LTA要素技術
SEC

無人機システム
技術SEC

計画管理CM

フラッタ試験等
エンジンCFD技術

の研究開発等
運航システム・アビオ
ニクスの技術評価等

風洞試験の実施等 空力特性試験等

プロジェクトマネージャ

専任 ８名 併任２３名 専任１８名 併任１５名 専任１６名 併任３１名
専任８名 併任４名

専任１０名 併任４名

※ ＰＧ： プログラムグループ

ＰＤ： プログラムディレクタ

ＳＥ： システムズエンジニアリング

CM： チーフマネージャ

SEC： セクション



4

航空プログラムグループプロジェクト

実施体制における役割について

航空プログラムディレクタ

統括リーダを補佐し、その命を受け、航空機の開発、
利用等に関する技術の研究開発及びそれらの実証に
関する業務を総括する。

航空プログラム システムズエンジニアリング※室

航空プログラムにおけるＳＥプロセスの検討・推進を行
う。

企画推進室

事業計画管理、リスク管理等を行う。

安全・品質保証室

品質マネージメントシステムの運用及びプロジェクト等
への支援、システム安全審査の支援等を行う。

プロジェクトマネージャ

プロジェクトチームを統括し、プロジェクトを確実に遂行
する責任を有する。

新規採用

経験者採用

長期に亘りＪＡＸＡの業務に従事し、今後展開す
る宇宙航空分野における研究開発に貢献する
ことを前提として、宇宙航空分野の経験者に限
定せず、多種多様な分野から人材を採用する。

宇宙航空プロジェクト研究員

ＪＡＸＡが実施するプロジェクトの効果的効率的
推進のため、専門知識を有する若手研究者の
特定の分野におけるプロジェクトへの参加を求
め、当該プロジェクトを研究面から支援し、併せ
て外部研究者との交流、研究情報の交換を促
進し、宇宙航空関連研究者の裾野の拡大を図
ることを目的とする。博士号取得者相当を対象
とした任期付採用制度。

ＪＡＸＡの採用制度について

※システムズエンジニアリング（ＳＥ）：

「ミッション要求を達成するためのシステムの解析と機能分析を行い、その設計・
製作・運用全体を通じて、課題を定義し、分析、評価して性能、コスト、スケ
ジュール、リスクに対して妥当なシステムを得る工学的プロセス 」など。
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将来の人材像とキャリアパス（概念図）

入社時(25歳)

～5年(30歳)

～10年(35歳)

職
務
系
統
に
応
じ
た
必
要
経
験

専
門
知
識
・
洞
察
思
考
力
を
叩
き
込
み

チーフエンジニアチーフエンジニア
プロジェクトプロジェクト
マネージャマネージャ

専門技術専門技術
リーダリーダ

運用・共通運用・共通
技術リーダ技術リーダ

専門 希望 適正 組織からの要求

一部署4-5年程度

毎年人事面談で
希望調査を実施

↓
キャリアパスへ反映

さらに技術力を極めるとともに、専門
技術の立場から、不具合解析等の
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ支援、或いはﾏﾄﾘｸｽ参画
(総研専門Ｇ、科研など研究部門） プロジェクトでサブシステム

を担当し、技術を応用・発展
させる（プロジェクト）

現場、共通技術部門で技術
を応用・発展させる
(運用部門、ＳＥ、Ｓ＆Ｍ
Ａ、ＩＴなど共通部門）

or

→ プロジェクト志向
衛星系、ロケット系、有人系、科学系、航空系

専門技術志向←
要素技術（熱、構造..）、ｻﾌﾞｼｽﾃﾑ（電源、通信..）、

共通技術（情報、S&MA..）、利用研究（宇環、地観..）

を勘案

現場・専門技術研究経験を活かして、概念設計
以前の検討作業に参画し、技術洞察力を
発展させる
（プログラムＳＥ、

総研専門Ｇ、
科研など）

プロジェクトマネジメント
能力を深化

（プロジェクト）

専門技術を深化
（研究部門）

運用技術を深化
（運用部門）

システムズエンジニア
リング能力を深化
（プロジェクト）

事業推進、企画立案を経験
(推進部、企画など)

共通技術を深化
（共通部門）

技術研究専任技術研究専任 研究開発マネジメント研究開発マネジメント プロジェクトマネジメントプロジェクトマネジメント

★ 入社１０年で、目指す／適正のある職務系統に
関係する部門を５年以上経験させる

組織
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

事業推進事業推進
系リーダ系リーダ

新人事制度上の職務系統

★ プロマネの早期識別

現場で現物、実データに触れ特性を理解し、技術知識の蓄積と洞察力を養う
業務の進め方を理解 （衛運技、追跡、鹿児島宇宙センター、名駐、小型衛星など）

専門技術研究、概念設計以前の検討作業におけるｻﾌﾞｼｽﾃﾑ担当などを通じ、
技術知識の蓄積と洞察力を養う (科研、衛推進、熱、構造、部品、角田、EORC、情報など）
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ＰＭ／ＳＥ育成の基本方針

• ＰＭ／ＳＥ育成の必要性・目標
– 確実なミッションサクセス、長期ビジョンの実現のためＪＡＸＡのＰＭ／ＳＥ能力向上を図る
– 特に、プロジェクトの成否は、プロジェクトマネージャーの力量に大きく左右されることに鑑み、

ＪＡＸＡの将来を担うプロジェクトマネージャの育成に努める必要がある

• ＰＭ／ＳＥ育成の課題
– JAXA業務実施に係る標準的なPM・SE手法を確立し、これを確実に実施するためには、

JAXA職員全体の能力向上が必要

– プロジェクトマネージャの体系的な育成が必要

• ＰＭ／ＳＥ研修体系
– 以上を踏まえ、当面（５年～10年程度）は、職員への普及啓発・能力向上を重点的に行ない、

JAXA業務実施に係る標準的なPM・SE手法の確立を図る。

– また、将来的には、一定レベルのＰＭ、ＳＥスキルを職員が維持することを奨励するとともに、
プロジェクトマネージャを体系的に育成する。

– 更に、将来、日本におけるＰＭ・ＳＥの実践に係る中核的役割を担うことを視野に入れ、大学
等の教育研究機関、国際的なフォーラムとの連携を図る。

※ ＰＭ：プロジェクトマネージメント ＳＥ：システムズエンジニアリング
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JAXA航空分野の人材交流について

大学院生

学部生

企
業
・官
庁
と
の
交
流

学
生
の
受
け
入
れ

新エネルギー・産業技術総合開発機構
(NEDO)

１名JAXAから外部機関への出向者

１５大学４２名

１６大学４９名

技術研修生

国土交通省

９社

３ヶ国

３大学

５大学

大学・企業数等人数区分

官庁からの出向者

民間企業等からの出向者

外国人研修生

・外国人技術研修生

インターンシップ研修生 （短期）

連携大学院生

１名

１０名

４名

６名

８名

※ 学生の受け入れは平成１７年度実績、企業・官庁との交流は平成１８年４月１日現在


